
 
 

令和７年度大学入学者選抜実施要項の見直しに係る予告（案） 

 

 

 

 「大学入学者選抜における多面的な評価の在り方に関する協力者会議」（審議のまとめ）

（令和３年３月 31 日）及び「大学入試のあり方に関する検討会議」（提言）（令和３年７月８日）

等を踏まえ、令和７年度大学入学者選抜実施要項において以下の見直しを行うこととする。 

 

 

「第１ 基本方針」について 

●「大学入試のあり方に関する検討会議」（提言）において整理された大学入学者選抜に

求められる原則※を基本方針に反映する。 

※大学入学者選抜に求められる原則 

①当該大学での学修・卒業に必要な能力・適性等の判定 

②受験機会・選抜方法における公平性・公正性の確保 

③高等学校教育と大学教育を接続する教育の一環としての実施 

 

●受験機会・選抜方法における実質的公平性の追求の観点から、多様な背景を持った

学生の受入れ配慮対象の例示として「障害の有無」及び「居住地域」を追加する。 

 

 

「第３ 入試方法」について 

●各選抜区分の特性と選抜の実態との整合性を図る観点から、一般選抜とそれ以外とい

う整理を改め、入試方法を「一般選抜」、「総合型選抜」、「学校推薦型選抜」に再整理

する。 

 

●各大学の判断により、入学者の多様性を確保する観点から、入学定員の一部につい

て、「専門学科・総合学科卒業生」、「帰国生徒、社会人」、「家庭環境、居住地域、国

籍、性別等の要因により進学機会の確保に困難があると認められる者その他各大学に

おいて入学者の多様性を確保する観点から対象になると考える者（例えば、理工系分

野における女子等）」のような、多様な入学者の選抜を工夫することが望ましいことを追

加する。 

 

 

「第６ 学力検査等」について 

●個別学力検査を実施する際の留意事項として、入学志願者の「自らの考えを論理的・

創造的に形成する思考・判断の能力」や「思考・判断した過程や結果を的確に、更に

は効果的に表現する能力」の評価を充実させるため、各大学のアドミッション・ポリシー

に基づき、可能な範囲で記述式の検査方法を取り入れることが望ましいことを追加す

る。 
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●入学志願者の外国語におけるコミュニケーション能力を適切に評価・判定する観点か

ら、資格・検定試験等の具体的な活用方法を例示※１するとともに、家庭環境や居住地

域により、資格・検定試験等を受検することの負担が大きい入学志願者への配慮※２を

追加する。 
※１ 大学入学共通テスト又は個別学力検査において英語を課しつつ、その成績と資格・検定試

験等の結果との代替を認める募集区分を設定する方法や、資格・検定試験等の結果の提出を

必須とする募集区分を設定する方法等 

※２ 学部等同一の募集単位において，資格・検定試験等の結果を利用しない募集区分の設定

や，個別学力検査の成績と資格・検定試験等の結果のいずれか有利となる方を選択的に利用

すること等 

 

●高等学校の専門教育を主とする学科及び総合学科の卒業者及び卒業見込み者の学

習歴や活動歴等を適切に評価・判定する観点から、資格・検定試験等の結果を活用

することを追加する。 

 

 

「第 13 その他注意事項」について 

●障害のある入学志願者への合理的配慮の充実を図るため、その内容を決定する際に

は、一人一人の個別のニーズを踏まえた建設的対話を行うこととし、相談窓口や支援

担当部署等を設置するなど事前相談体制の構築・充実に努めることを明記する。 

 

 

「別紙様式１（調査書）」について 

●調査書は指導要録に基づき作成する原則や、学校の働き方改革を受けた教員の負担

軽減の観点も踏まえて、簡素化された新しい指導要録の参考様式に合わせて、例え

ば「７．指導上参考となる諸事項」の欄を簡素化するなどの様式の見直しを行うとともに、

枚数は表裏の両面１枚とする（別紙参照）。 



令
和
４
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
別
紙
様
式

イ
メ
ー
ジ
案

「各
教
科
・科
目
の
観
点
別
学
習
状
況
」の
項
目
は
直
ち
に
は
設
け
な
い
。

別 紙



令
和
４
年
度
大
学
入
学
者
選
抜
実
施
要
項
別
紙
様
式

イ
メ
ー
ジ
案

各
学
校
が
定
め
た
評
価
の
観
点
の
うち
、生
徒
の
学
習
状
況
に
顕
著
な
事
項
が
あ
る

場
合
な
どに
、生
徒
に
どの
よう
な
力
が
身
に
付
い
た
か
を端
的
に
記
述
す
る
。

文
章
記
述
を改
め
、各
学
校
が
設
定
した
観
点
に
照
らし
て
十
分
満
足
で

きる
活
動
状
況
に
あ
る
と判
断
され
る
場
合
、○
印
を記
入
す
る
。

要
点
を箇
条
書
きす
る
な
ど、
その
記
載
事
項
を必
要
最
小
限
に
とど
め
る
。そ
の
際
、

生
徒
の
特
徴
・特
技
や
学
校
外
の
活
動
等
に
つ
い
て
は
、原
則
とし
て
、学
習
指
導
等

を進
め
て
い
く上
で
必
要
な
情
報
とし
て
精
選
して
指
導
要
録
に
記
述
され
た
内
容
を

基
に
記
入
す
る
。

現
在
、各
大
学
は
、志
願
者
が
大
学
の
指
定
す
る
特
定
の
分
野
（
保
健
体
育
、芸
術
、

家
庭
、情
報
等
）
に
お
い
て
、特
に
優
れ
た
学
習
成
果
を上
げ
た
こと
を備
考
欄
に
記
載

す
る
よう
求
め
る
こと
が
で
きる
が
、こ
れ
らの
事
項
に
つ
い
て
は
調
査
書
以
外
の
資
料
で
、

志
願
者
本
人
か
ら直
接
大
学
に
提
出
す
る
。



 

 

 

令
和
４
年
度
大
学
入
学
者
選
抜

実
施
要
項
 

別
紙
様
式
 

イ
メ
ー
ジ
案
 

（
別
紙
様
式
１
）
 

調
査
書
記
入
上
の
注
意
事
項
等
に
つ
い
て
 

 

１
～
３
 
（
略
）
 

４
 
調
査
書
は
，
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
判
（
2
10
 
×
 
2
9
7m
m
）
上
質
紙
（
5
7
.5
k
g
程

度
）
と
し
，
表
裏
の
両
面
を
使
っ
て
作
成
す
る
こ
と
。
な
お
，
枚
数
は
任
意
と
す

る
。
 

５
～
８
 
（
略
）
 

９
 
「
学
習
成
績
概
評
」
及
び
「
成
績
段
階
別
人
数
」
の
欄
は
，
次
の
よ
う
に
記
入
す
る

こ
と
。
 

(
1
)
 
 （

略
）
 

(
2
)
 
 大

学
が
希
望
す
る
場
合
，
学
習
成
績
概
評
Ａ
に
属
す
る
生
徒
の
う
ち
，
人

物
，
学
力
と
も
に
特
に
優
秀
な
者
に
つ

い
て
は
，
「
学
習
成
績
概
評
」
の
欄
に

と
標
示
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

こ
の
場
合
，
高
等
学
校
長
は
「
備
考
」
の
欄
に
そ
の
理
由
を
明
示
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
 

(
3
)
 
（
略
）
 

１
０
 
（
略
）
 

１
３
 
 「

総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
内
容
・
評
価
」
の
欄
に
は
，
「
総
合
的
な
学
習
の

時
間
」
に
お
け
る
当
該
生
徒
の
活
動
内
容
及

び
そ
の
評
価
を
文
章
で
各
学
年
ご
と
に

具
体
的
に
記
入
す
る
こ
と
。
そ
の
際
に
は
，

各
学
校
が
設
定
し
た
評
価
の
観
点
及
び

そ
れ
に
基
づ
い
た
評
価
が
記
述
さ
れ
る
こ
と

が
望
ま
し
い
。
 

 な
お
，
職
業
教
育
を
主
と
す
る
専
門
学
科
に
お
い
て
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
全
て
を
「
課
題
研
究
」
等
の
履
修
に
よ
っ

て
代
替
し
た
こ
と
に
よ
り
，
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
を
履
修
し
て
い
な
い
生
徒

に
つ
い
て
は
，
当
該
欄
に
斜
線
を
引
く

こ
と
。
 

１
１
 「

特
別
活
動
の
記
録
」
の
欄
に
は
，
特
別
活
動
に
お
け
る
生
徒
の
活
動
状
況
に

つ
い
て
主
な
事
実
及
び
所
見
を
記
入
す
る
こ

と
。
 

（
別
紙
様
式
１
）
 

調
査
書
記
入
上
の
注
意
事
項
等
に
つ
い
て
 

 

１
～
３
 
（
同
左
）
 

４
 
調
査
書
は
，
日
本
産
業
規
格
Ａ
４
判
（
2
10
 
×
 
2
9
7m
m
）
上
質
紙
（
5
7
.5
k
g
程

度
）
と
し
，
表

裏
の
両
面
１
枚
を
使
っ
て
作
成
す
る
こ
と
。
 

 ５
～
８
 
（
同
左
）
 

９
 
「
学
習
成
績
概
評
」
及
び
「
成
績
段
階
別
人
数
」
の
欄
は
，
次
の
よ
う
に
記
入
す
る

こ
と
。
 

(
1
)
 
（
同
左
）
 

（
削

除
）

 

 

   (
2
)
 
 （

同
左

）
 

１
０
 
（
同
左
）
 

１
１
 
 「

総
合
的
な
探
究
の
時
間
の
記
録
」
の
欄
に
は
，
指
導
要
録
と
同
様
に
，
総
合

的
な
探
究
の
時

間
に
行
っ
た
学
習
活
動
及
び
各
学
校
が
自
ら
定
め
た
評
価
の
観
点
を

記
入
し
た
上
で

，
生
徒
の
学
習
状
況
に
顕
著
な
事
項
が
あ
る
場
合
な
ど
に
そ
の
特
徴

を
記
入
す
る
等

，
生
徒
に
ど
の
よ
う
な
力
が
身
に
付
い
た
か
を
端
的
に
記
入
す
る
こ

と
と
す
る
。
 

な
お
，
職
業
教
育
を
主
と
す
る
専
門
学
科
に
お
い
て
「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」

の
全
て
を
「
課

題
研
究
」
等
の
履
修
に
よ
っ
て
代
替
し
た
こ
と
に
よ
り
，
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間

」
を
履
修
し
て
い
な
い
生
徒
に
つ
い
て
は
，
当
該
欄
に
斜
線
を
引
く

こ
と
。
 

１
２
 「

特
別
活
動
の
記
録
」
の
欄
に
は
，
指
導
要
録
と
同
様
に
，
各
学
校
が
設
定
し

た
観
点
を
記
入

し
た
上
で
，
各
活
動
・
学
校
行
事
ご
と
に
，
評
価
の
観
点
に
照
ら
し



 

 

 

(
1
)
 
 事

実
の
記
入
に
当
た
っ
て
は
，
例
え
ば
，
下
記
の
事
項
が
考
え
ら
れ
る
こ

と
。
 

所
属

す
る
係
名
や
委
員
会
名
，
生
徒
会
活
動
や
学
校
行
事
に
お
け
る
役
割
の

分
担
な
ど
，
活
動
の
状
況
に
つ
い
て
の
事
実
に
関
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
所
見
の
記
入
に
当
た
っ
て
は
，
例
え
ば
下
記
の
事
項
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
。
 

①
 
 
そ
の
生
徒
個
人
と
し
て
比
較
的
優
れ
て
い
る
点
な
ど
，
特
別
活
動
全
体
を

通
し

て
見
ら
れ
る
生
徒
の
特
徴
に
関
す
る
こ
と
。
 

②
 
 
当
該
学
年
に
お
い
て
，
そ
の
当
初
と
学
年
末
と
を
比
較
し
，
活
動
の
状
況

の
進

歩
が
著
し
い
場
合
，
そ
の
状
況
に
関
す
る
こ
と
。
 

１
２
 
 「

指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項
」
の
欄
に
は
，
指
導
要
録
の
同
欄
の
記
載
事
項

の
う
ち
，
（
１
）
～
（
６
）
に
つ
い
て
は
以

下
の
と
お
り
記
載
す
る
こ
と
。
な
お
，

枠
の
大
き
さ
や
文
字
の
大
き
さ
は
任
意
と
す

る
。
 

(
1
)
 
各
教
科
・
科
目
及
び
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
学
習
に
お
け
る
特
徴
等
に
つ

い
て
は
，
各
教
科
・
科
目
等
に
関
す
る

学
習
状
況
の
様
子
や
特
徴
（
積
極
性
な

ど
）
を
具
体
的
に
記
載
す
る
こ
と
。
 

(
2
)
 
行
動
の
特
徴
，
特
技
等
に
つ
い
て
は
，
（
１
）
以
外
の
学
校
内
外
に
お
け
る

活
動
の
状
況
や
特
徴
（
積
極
性
な
ど
）

を
記
載
す
る
こ
と
。
 

(
3
)
 
部
活
動
，
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
，
留
学
・
海
外
経
験
等
に
つ
い
て
は
，
部
活

動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
等
の
具
体
的

な
取
組
内
容
，
実
施
期
間
，
そ
の
活
動

に
お
け
る
特
徴
等
を
記
載
す
る
こ
と
。
 

(
4
)
 
取
得
資
格
，
検
定
等
に
つ
い
て
は
，
民
間
や
専
門
高
校
の
校
長
会
等
が
実
施

す
る
資
格
・
検
定
の
内
容
，
取
得
ス
コ

ア
，
取
得
年
次
，
取
得
時
期
等
を
記
載

す
る
こ
と
。
 

(
5
)
 
表
彰
・
顕
彰
等
の
記
録
に
つ
い
て
は
，
各
種
大
会
や
コ
ン
ク
ー
ル
等
の
内
容

や
時
期
等
に
つ
い
て
記
載
す
る
こ
と
。

特
に
，
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
な
ど
国
際
通

用
性
の
あ
る
大
学
入
学
資
格
試
験
に
お

け
る
成
績
や
科
学
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
等
に

お
け
る
成
績
等
を
記
載
す
る
こ
と
が
望

ま
し
い
。
 

(
6
)
 
そ
の
他
，
生
徒
が
自
ら
関
わ
っ
て
き
た
諸
活
動
，
生
徒
の
成
長
の
状
況
に
関

わ
る
所
見
な
ど
，
特
に
必
要
と
認
め
ら

れ
る
事
項
等
に
つ
い
て
記
入
す
る
こ

と
。
 

て
十
分
に
満
足

で
き
る
活
動
の
状
況
に
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
場
合
に
は
，
○
印
を
記

入
す
る
こ
と
。
 

 

      １
３
 
 「

指
導
上
参
考
と
な
る
諸
事
項
」
の
欄
に
は
，
指
導
要
録
と
同
様
に
，
要
点
を

箇
条
書
き
す
る

な
ど
，
そ
の
記
載
事
項
を
必
要
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ
と
と
す
る
。

そ
の
際
，
生
徒

の
特
徴
・
特
技
や
学
校
外
の
活
動
等
に
つ
い
て
は
，
原
則
と
し
て
，

学
習
指
導
等
を

進
め
て
い
く
上
で
必
要
な
情
報
と
し
て
精
選
し
て
指
導
要
録
に
記
述

さ
れ
た
内
容
を

基
に
記
入
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

                



 

 

 

上
記
（
１
）
～
（
６
）
に
つ
い
て
，
無
い
場
合
は
そ
の
旨
明
示
す
る
こ
と
。
そ
の

際
，
複
数
の
学
年
を
通
じ
た
記
入
が
適
当
で

あ
る
場
合
は
，
各
学
年
ご
と
の
記
入
を

要
し
な
い
。
 

な
お
，
留
学
に
該
当
す
る
場
合
は
，
留
学
期
間
及
び
留
学
先
の
国
名
，
学
校
名
を

記
入
す
る
こ
と
。
ま
た
，
休
学
に
つ
い
て
は

，
校
長
が
許
可
し
た
期
間
を
記
入
す
る

こ
と
。
 

１
４
 
 「

備
考
」
の
欄
に
は
，
大
学
の
希
望
に
よ
り
当
該
大
学
の
学
部
等
に
対
す
る
能

力
・
適
性
等
に
つ
い
て
，
特
に
高
等
学
校
長

が
推
薦
で
き
る
生
徒
に
つ
い
て
は
そ
の

旨
記
入
す
る
こ
と
。
 

ま
た
，
学

校
教
育
法
施
行
規
則
第

85
条
の
規
定
に
基
づ
き
，
教
育
課
程
編
成
上

の
特
例
の
適
用
を
受
け
て
い
る
研
究
開
発
学

校
及
び
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
並
び
に
同
規
則
第

10
3
条
第
１
項
に

基
づ
く
単
位
制
に
よ
る
課
程
を
置
く
高

等
学
校
に
あ
っ
て
は
，
そ
の
旨
明
示
す
る
こ

と
。
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク

ー
ル
等
に
関
す
る
記
載
に
つ
い
て
も
，
そ
の

旨
明
示
す
る
こ
と
。
 

な
お
，
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
に
係
る
調
査
書

の
扱
い
に
つ
い
て
は
，
指
導
要
録
に
記
載
す

る
内
容
に
基
づ
き
，
「
備
考
」
の
欄
に

記
載
す
る
こ
と
（
通
知
、
「
国
際
バ
カ
ロ
レ

ア
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科

目
に
お
け
る
学
習
指
導
要
領
の
内
容
事
項
等

の
取
扱
い
に
係
る
調
査
結
果
に
つ
い

て
」
（
令
和
元
年

1
2
月

2
6
日
付
け
文
部
科

学
省
大
臣
官
房
国
際
課
・
初
等
中
等
教

育
局
教
育
課
程
課
事
務
連
絡
）
及
び
「
国
際

バ
カ
ロ
レ
ア
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
科
目
に
お
け
る
学
習
指
導
要
領
の
内

容
事
項
等
の
取
扱
い
に
係
る
調
査
結
果

に
つ
い
て
（
令
和

2
年

3
月

3
0
日
時
点
）

」
（
令
和

2
年

3
月

30
日
付
け
文
部
科

学
省
大
臣
官
房
国
際
課
・
初
等
中
等
教
育
局

教
育
課
程
課
・
高
等
教
育
局
大
学
振
興

課
事
務
連
絡
）
参
照
）
。
 

ま
た
，
「
備
考
」
の
欄
に
記
載
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
，
「
備
考
」
の
欄
に

「
別
紙
参
照
」
と
明
記
の
上
，
別
紙
を
添
付

し
対
応
す
る
こ
と
。
 

１
５
及
び
１
６
 
（
略
）
 

１
７
 
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
影
響
に
よ
り
，
大
会
や
資
格
・
検
定
試

験
等
の
中
止
・
延
期
等
に
よ
り
，
調
査
書
の

特
別
活
動
及
び
指
導
上
参
考
と
な
る
諸

事
項
の
欄
が
記
載
で
き
な
い
場
合
は
，
そ
の

理
由
を
付
し
た
上
で
，
当
初
参
加
を
予

記
入
す
る
内
容
が
，

無
い
場
合
は
そ
の
旨
明
示
す
る
こ
と
。
そ
の
際
，
複
数
の
学

年
を
通
じ
た
記

入
が
適
当
で
あ
る
場
合
は
，
各
学
年
ご
と
の
記
入
を
要
し
な
い
。
 

 な
お
，
留
学
に
該
当
す
る
場
合
は
，
留
学
期
間
及
び
留
学
先
の
国
名
，
学
校
名
を

記
入
す
る
こ
と

。
ま
た
，
休
学
に
つ
い
て
は
，
校
長
が
許
可
し
た
期
間
を
記
入
す
る

こ
と
。
 

１
４
 
 「

備
考
」
の
欄
に
は
，
学
校
教
育
法
施
行
規
則
第

8
5
条
の
規
定
に
基
づ
き
，

教
育
課
程
編
成

上
の
特
例
の
適
用
を
受
け
て
い
る
研
究
開
発
学
校
及
び
ス
ー
パ
ー
サ

イ
エ
ン
ス
ハ
イ

ス
ク
ー
ル
並
び
に
同
規
則
第

10
3
条
第
１
項
に
基
づ
く
単
位
制
に
よ

る
課
程
を
置
く

高
等
学
校
に
あ
っ
て
は
，
そ
の
旨
明
示
す
る
こ
と
。
ス
ー
パ
ー
グ
ロ

ー
バ
ル
ハ
イ
ス

ク
ー
ル
等
に
関
す
る
記
載
に
つ
い
て
も
，
そ
の
旨
明
示
す
る
こ
と
。
 

   

な
お
，
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科
目
に
係
る
調
査
書

の
扱
い
に
つ
い

て
は
，
指
導
要
録
に
記
載
す
る
内
容
に
基
づ
き
，
「
備
考
」
の
欄
に

記
載
す
る
こ
と

（
通
知
、
「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
科

目
に
お
け
る
学

習
指
導
要
領
の
内
容
事
項
等
の
取
扱
い
に
係
る
調
査
結
果
に
つ
い

て
」
（
令
和
元
年

1
2
月

2
6
日
付
け
文
部
科
学
省
大
臣
官
房
国
際
課
・
初
等
中
等
教

育
局
教
育
課
程

課
事
務
連
絡
）
及
び
「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
科
目
に

お
け
る
学
習
指
導
要
領
の
内
容
事
項
等
の
取
扱
い
に
係
る
調
査
結
果

に
つ
い
て
（
令
和

2
年

3
月

3
0
日
時
点
）
」
（
令
和

2
年

3
月

30
日
付
け
文
部
科

学
省
大
臣
官
房

国
際
課
・
初
等
中
等
教
育
局
教
育
課
程
課
・
高
等
教
育
局
大
学
振
興

課
事
務
連
絡
）

参
照
）
。
 

ま
た
，
「
備
考
」
の
欄
に
記
載
す
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
は
，
「
備
考
」
の
欄
に

「
別
紙
参
照
」

と
明
記
の
上
，
別
紙
を
添
付
し
対
応
す
る
こ
と
。
 

１
５
及
び
１
６
 
（
同
左
）
 

（
削
除
）
 



 

 

 

定
し
て
い
た
大
会
名
や
資
格
・
検
定
試
験
名

な
ど
を
記
載
す
る
こ
と
（
例
：
「
○
○

○
に
参
加
予
定
で
あ
っ
た
が
，
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中

止
。
」
）
。
 

 


